
三光 株式会社

　学生の頃から、エコロジー(自然環境)や産業廃
棄物に関心があった曽田将詩さん。大学時代、三
光の工場見学会に訪れたのがきっかけで入社を決
めた。入社後は、境港本社で1カ月間の新人研修
を経て、江島工場に約5年。複数の部署での経験
を積み、本社の営業職を経て出雲に配属された。
出雲支店は、島根県西部・東部で回収した廃棄物
を、工場で処理するまで貯めておく中継拠点であ
る。曽田さんの営業エリアは、宍道町から大田市
まで。拠点設立以来15年以上のお付き合いの顧
客もいれば、新規客の開拓も意欲的に行っている。
「産業廃棄物の対応に困っているお客様に、適切な
処理法やリサイクル方法を提案するのが営業の仕
事。課題を解決し、お客様に喜んでいただけた時
に、やりがいを感じますね」。依頼される廃棄物の
中には、危険物や薬品もあり、取り扱いに悩んだ
時は本社の法務部門に相談するという。「出雲支店
は会社の機能がすべて凝縮しており、不便さは感
じませんし、人も温かい。三光は新事業に挑戦し
続けて成長する会社なので、出雲から新たな取り
組みを発信していきたい」

　江島大橋沿いにある江島工場は、山陰最大規模
の複数プラントを有し、三光グループの基幹工場
に位置づけられる。ここでは工場内スタッフが、受
け入れた廃棄物の積みおろしから分別、焼却処理、
リサイクルまでをチームで分担しながら作業を行っ
ている。破砕・選別グループの岡本俊介さんは、
2015年に中途入社。前職の工場ライン経験を買
われての採用だった。「工場内ではフォークリフトや
車両系建設機械など大型重機を操作しますが、入
社当時は運転免許を持っておらず、手作業で仕分
けをしていました。3か月の試用期間が明けたら、
即、免許を取りに行きましたね」と振り返る。「前
職は農業機械の組み立てラインで黙々と作業をし
ていましたが、今は周りのスタッフをはじめ、廃棄
物を持ち込むお客様とコミュニケーションが深めら
れ、やりがいを感じています」
　所属の破砕・選別グループでは、リーダーの補
佐を担う岡本さん。「自分も入社当時は、経験を
積んだ年長のスタッフの方に仕事を教えてもらい、
育てていただきました。今度は自分が若手の育
成、指導を頑張りたいです」

出雲支店・出雲営業所
曽田 将詩さん（28）
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工場の作業はチームワークが大切
若手の育成・指導に力を注ぐ

廃棄物の処理でお困りのお客様に
リサイクル方法を提案し解決に導く

採用担当者からあなたへ

事業内容

CS推進部 総務・人事課
徳丸 哲也さん

総合環境事業（産業廃棄物収集運搬、中間処理）
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山陰地方最大規模のプラン
ト施設を複数保有し、廃棄
物処理業をメインとした、総
合環境事業を行っている会
社です。三光は現在、新規
設備導入など業務拡大中の
ため、楽しく、真面目に、一所
懸命に働いていただける仲
間を探しています。是非、一
緒に働いてみませんか？
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